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睦沢町教育委員会行政評価委員名簿 

 

 

職 名 氏   名 備   考 

委 員 岡 本 哲 夫 茂原市立二宮小学校長 

委 員 下 野 雅 之 睦沢町ＰＴＡ連絡協議会長 



１．教育委員会の点検・評価 

（１）根拠法令 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律 

第２６条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況に

ついて点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に

提出するとともに、公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経

験を有する者の知見の活用を図るものとする。 

 

（２）評価重点施策 

   第２期睦沢町教育振興基本計画は、基本理念を「郷土を誇りに思う心と人間力・

社会力の育成および生涯にわたる幅広い学びの推進」とし、３つの政策を基に６

つの基本目標と２３項目の重点施策を掲げています。点検及び評価は、２３項目

の重点施策を対象といたしました。 

 

（３）点検・評価の方法 

  教育委員会で２３項目の重点施策の実績値により自己評価した後、２名の評価

委員から外部評価をいただき、その結果を基に施策・事業内容の成果や課題を明

らかにし、今後の対応を示します。評価については「４：十分達成、３：概ね達

成、２：やや不十分、１：不十分」の４段階にて、施策指標を各々について評価

いたしました。 

 



２．教育委員会の活動 

（１）総合教育会議の開催状況 

  総合教育会議は、町長と教育委員会が、円滑に意思疎通を図り、教育の課題及

び教育目標を共有し、効果的な教育行政の推進に資するため、本年度２回の会議

を開催いたしました。 

  以下その概要について表記いたします。 

 

 

（２）教育委員会会議の開催状況 

教育委員会会議は、原則公開により毎月 1 回の定例会を開催いたしました。 

開催状況は、定例会議を 12 回開催いたしました。 

以下その概要について表記いたします。 

開 催 
出席 

人員 
開催月日 会 議 内 容 

出席 

職員 

第１回 
人 

5 7 月 28 日 
・睦沢町教育振興基本計画の進行管理について 

・その他 

人 

6 

第２回 6 12 月 1 日 
・令和 5 年度教育重要施策について 

・その他 6 

会 議 名 
出席 

人員 
開催月日 会 議 内 容 

出席 

職員 

定例教育 

委員会会議 
5 4 月 21 日 

・教科用図書長生採択地区協議会委員の選任につい

て 

・睦沢町学校運営協議会委員の委嘱について 

・民生委員推薦会の推薦委員の選任について 

・睦沢町教育委員会規則で定める申請書等における

押印の廃止に関する規則の制定について 

・睦沢町教育委員会告示で定める申請書等における

押印の廃止に関する告示の制定について 

・睦沢町教育委員会訓令で定める申請書等における

押印の廃止に関する訓令の制定について 

4 

定例教育 

委員会会議 
5 5 月 19 日 

・睦沢町社会教育委員の委嘱について 

・睦沢町地域教育協議会委員の委嘱について 

・むつざわアフタースクール運営委員の委嘱につい

て 

・睦沢町家庭教育支援チーム員の委嘱について 

・睦沢町教育支援委員会委員の委嘱について 

・平和といのちを考える会の後援について 

・令和 4 年度船橋市立一宮少年自然の家主催事業

「指導者養成研修会」の後援について 

3 



・報告事項 

定例教育 

委員会会議 
4 6 月 16 日 

・睦沢町教育委員会行政評価委員の委嘱について 

・夏季休業中の学校閉庁期間の設定について 

・第 17 回夏休みエコ絵画コンクールの後援について 

・報告事項 

4 

定例教育 

委員会会議 
4 7 月 21 日 

・令和 3 年度教育委員会の活動状況に関する点検・

評価報告書について 

・睦沢町立幼保連携型認定こども園条例施行規則の

一部を改正する規則の制定について 

・令和 5 年度使用教科用図書の採択について 

・日向野菜生ソプラノリサイタルの後援について 

・第 40 回明るい社会づくりポスターコンクールの

後援について 

・巡回パネル展示「上総広常伝承と東上総地域」の

共催について 

・報告事項 

3 

定例教育 

委員会会議 
5 8 月 18 日 

・地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 29

条の規定による教育委員会の意見聴取について 

 （令和 4 年度睦沢町一般会計補正予算[第 2 号]） 

4 

定例教育 

委員会会議 
5 9 月 15 日 

・長生地方特別支援教育連盟児童生徒作品の後援に

ついて 

・長生郡市小学校音楽発表会及び中学校音楽発表会

の共催について 

・むつざわアフタースクール運営委員の委嘱につい

て 

・第 55 回長生地方特別支援教育推進大会の後援に

ついて 

・kit みずさわ音楽文化祭 2022 音楽を観て、聴い

て、体感しようの後援について 

・アフターコロナ・ウクライナ危機後の未来デザイ

ン・オンライン勉強会 経済安全保障の視点で見

たエネルギーの今と未来の後援について 

・むつざわ希望のランタンナイトの後援について 

3 

定例教育 

委員会会議 
5 10 月 27 日 

・シンポジウム「上総広常とその時代－中世の東上

総をさぐる－」の後援について 

・千葉県のキャリア教育副教材「発見たんけん千葉

県」の発行及びキャリア教育イベント開催の後援

について 

・「荒野に希望の灯をともす」上映会の後援について 

・第 16 回睦沢町伝統芸能発表会の共催について 

・報告事項 

4 

定例教育 

委員会会議 
4 11 月 17 日 

・地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 29

条の規定による教育委員会の意見聴取について 

 （令和 4 年度睦沢町一般会計補正予算[第 5 号]） 

・令和 4 年度睦沢町教育予算に関する重要施策につ

いて 

・オペラ「蝶々夫人」ハイライトの後援について 

・報告事項 

4 



   以上、令和４年度中に教育委員会会議にて審議した議案は 48 件、その他事項を

報告いたしました。 

 

（３）教育委員会協議会の開催状況 

調査、または研究を要するものがあると認め、教育委員会協議会を１回開催い

たしました。 

 

（４）その他の活動状況 

教育委員会会議の他、各種会議や関係各種行事へ参加いたしました。 

 

各種会議・関係行事名 時期 概    要 

・小中学校・園訪問 11 月 ・睦沢小学校 

・睦沢中学校 

・睦沢こども園 

・成人式～二十歳の集い～ 1 月  

・教育委員会表彰式 2 月 ・表彰者 10 名、感謝状贈呈者 1 名 

 

 

定例教育 

委員会会議 
4 12 月 15 日 

・報告事項 
4 

定例教育 

委員会会議 
4 1 月 19 日 

・睦沢町教育委員会表彰者及び感謝状贈呈者につい

て 
3 

定例教育 

委員会会議 
5 2 月 16 日 

・地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 29

条の規定による教育委員会の意見聴取について 

 （令和 4 年度睦沢町一般会計補正予算[第 6 号]及

び令和 5 年度睦沢町一般会計予算） 

・睦沢町要保護及び準要保護児童生徒援助費支給要

綱の一部を改正する告示について 

・令和 5 年度教科用図書長生採択地区協議会規約の

制定の初認について 

・睦沢町教育委員会表彰者について 

・教科書の歌をオペラ歌手が歌うとどうなる？気に

なる音楽・コンサートの後援について 

・報告事項 

3 

定例教育 

委員会会議 
5 3 月 16 日 

・睦沢町教育委員会処務規程の一部を改正する訓令

について 

・睦沢町学校給食費に関する規則の一部を改正する

規則の制定について 

・睦沢町第 3 子以降学校給食費減免実施要綱の制定

について 

・睦沢町教育委員会表彰者について 

・睦沢町地域学校協働活動推進員の委嘱について 

4 



３．総合評価 

令和４年度は「第２期睦沢町教育振興基本計画」の５か年計画の中間地点とな

り、来期に向けた計画の準備を検討しつつ、引き続き第２期の基本目標、及び重

点施策に取り組みました。 

全般的に昨年度の評価から向上が見られるものの、一方では一昨年度より続い

ている新型コロナウイルス感染症により、昨年度と同様に計画どおりに事業がで

きないものもあり、その影響を受けた施策については、委員会評価、評価委員評

価においても影響を受けています。 

【重点施策１ 一人一人の基礎学力の向上を図る教育の推進】では、この数値

の学年単位毎の比較は児童生徒が 1 学年替わるため、数値の増減に差が出ること

もあります。各テストでは県平均を下回った児童生徒の割合が増えた部分もあり

ますが、これには様々な要因があると思います。引き続き教育課程の着実な実施

により来期の評価に期待をするところです。 

【重点施策１１ 体力の向上と学校体育活動の推進】では、新体力テストの得

点について低下が見られます。コロナ禍により学校内外において運動の機会が減

ったことによる影響が大きいものと考えられ、全国的な傾向であると思います。

しかしながら、現在は新型コロナウイルス感染症も 5 類に移行し、活動を再開し

ていますので、新たな取り組みを検討するなどし、年度ごとに目標に近づき、目

標を達成するように努力してまいります。 

【重点施策１３ 不登校児童・生徒への支援の充実】では、不登校児童・生徒

の発生があり、ゼロではないため、小学校に不登校児童の居場所づくりを始め、

当該児童の居場所づくり等の支援を行っています。これらの解決には日数がかか

ることもあることから、関係機関と連携したうえで、早期の学級復帰も含めてそ

の児童にとってより良い方法となるよう、解決に向けた努力をしてまいります。 

  令和５年度は、第２期睦沢町教育振興基本計画５か年計画の４年目となります。

今後も適宜、見直しを行いながら進行管理を行い、来期に向けて、教育の現状を

的確に把握した中で、基本目標、及び重点施策を着実に取り組み、睦沢教育の基

本理念の実現を図ってまいります。 

 

 



【基本目標Ⅰ】　園小中一貫教育カリキュラムの実施と確かな学力・自立する力の育成

国語52.3 国語62.5 国語47.8

算数65.9 算数58.3 算数43.5

国語57.1 国語61.4 国語47.9

算数69.6 算数70.5 算数62.5

国語53.5 国語50.0 国語60.9

社会72.1 社会66.1 社会65.2

算数58.1 算数66.1 算数56.5

理科65.1 理科50.0 理科76.1

国語47.8 国語47.7 国語49.1

社会65.2 社会54.5 社会50.9

算数45.7 算数50.0 算数47.3

理科67.4 理科43.2 理科50.9

国語70.0 国語68.9 国語63.6

社会82.0 社会53.3 社会50.0

算数68.0 算数51.1 算数52.3

理科78.0 理科51.1 理科65.9

英語94.0 英語57.8 英語56.8

国語47.8 国語59.2 国語64.4

社会87.0 社会61.2 社会55.6

算数67.4 算数61.2 算数40.0

理科80.4 理科67.3 理科60.0

英語76.1 英語85.7 英語84.4

国語64.4 国語58.7 国語50.0

社会48.8 社会56.5 社会60.4

数学71.1 数学63.0 数学72.9

理科64.4 理科58.7 理科64.5

英語82.2 英語43.5 英語62.5

国語56.0 国語57.8 国語43.2

社会53.6 社会71.1 社会38.6

数学63.4 数学64.4 数学43.2

理科56.0 理科64.4 理科54.5

英語58.5 英語71.1 英語45.5

国語56.7 国語41.9 国語64.4

社会54.0 社会44.2 社会55.6

数学54.0 数学53.5 数学55.6

理科54.0 理科58.1 理科51.1

英語56.7 英語41.9 英語62.2

中学校３年生

％

％

％

％

％

％

中学校１年生

中学校２年生

小学校４年生

小学校５年生

小学校６年生

R1
現状

R6
目標

R2
実績

4/4

4/4

70

2/4

国語65.9
算数57.4

国語53.4
数学48.4
英語41.9

R3
実績

国語49.0
算数49.0

国語35.7
数学46.3
英語なし

R4
実績

国語50.0
算数45.5

国語56.8
数学61.4
英語なし

『千葉県標準学力検査』において、小・中学校の全学年で、
県平均正答率を上まわった教科ごとの児童生徒数の割合
（小数点以下第1位まで）
小１～２　国語・算数
小３～４　国語・社会・算数・理科
小５～６　国語・社会・算数・理科・英語
中１～３　国語・社会・数学・理科・英語
※R1現状はH30末の県平均を上まわった教科の数（小５・小
６は英語を除く）

国語70
算数61

国語60
数学60
英語60

中学校

小学校

70

小学校

中学校

担当 備考

『全国学力・学習状況調査』において、県平均正答数を上ま
わった教科毎（国語・算数・数学・英語）の児童生徒の割合
（小数点以下第1位まで）
※R2は調査未実施のためデータなし

重点施策 施策指標

全国学力・学習状況調査におい
て県平均正答率を上まわる正答
率となった教科毎の児童生徒の
割合

基準 単位

小学校６年生　

中学校３年生　

％

％

１　一人一人の基礎学力
の向上を図る教育の推
進

千葉県標準学力検査において小
学校及び中学校の全ての学年
で、県平均正答率を上まわる正
答率となった教科ごとの児童生徒
の割合

小学校１年生

小学校２年生

％

％

小学校３年生 ％ 3/4

2/2

0/2

2/5

-

-

1/5

0/5



【基本目標Ⅰ】　園小中一貫教育カリキュラムの実施と確かな学力・自立する力の育成

５　技術革新に対応する
教育の推進

授業中にICTを活用して指導する
能力がある教員の割合 小学校 ％ 90.3 100 小学校

文部科学省の『学校における教育の情報化の実態等に関す
る調査』において、授業にICTを活用することが「わりにでき
る」「ややできる」と回答した教員の割合

中学校 ％ 85 75 100 中学校

100 100.0

100.0

100.0

100.0

実施
（全て）

こども園
小学校

『教員に対するアンケート調査』において、幼児期の教育と
小学校教育の接続のために「接続期のプログラム」などを活
用し保育計画や指導計画を工夫・改善して実施していると回
答した園・学校の数

６　人格形成の基礎を培
う幼児教育、保育の充実

「アプローチカリキュラム」などを
活用し、保育計画・指導計画の工
夫している園・学校の数 園、小学校 園、校

実施
（全て）

2
（全て）

2
（全て）

50 中学校
（公財）日本英語検定協会の『英検』の３級（中学卒業程度）
以上の合格者の割合（全国平均は40％台前半）
級別合格者 5級:5人、4級:13人、3級:17人、準2級以上6人

100 小学校
『児童生徒の意識調査』により、職場見学・体験等キャリア
教育実施後の満足度の割合

100

未実施

100.0 中学校

４　キャリア教育・職業教
育の推進

小学校の職場見学、中学校の職
場体験等後キャリア教育実施後
の児童生徒の満足度

小学校 ％ 100 未実施

３　伝統文化を尊重し、
郷土への愛情と誇りを持
ち、グローバル化に対応
する教育の推進

地域の行事に参加していると回
答した児童生徒の割合

「英検」合格者の割合
中学校３年生　３級以上 ％ 30

中学校 ％ 90 未実施

33

85.9 小学校
『全国学力・学習状況調査』の『児童質問用紙』の「今住んで
いる地域の行事に参加している」の問いの「当てはまる」「ど
ちらかといえば、当てはまる」の割合

中学校
『全国学力・学習状況調査』の『生徒質問用紙』の「今住んで
いる地域の行事に参加している」の問いの「当てはまる」「ど
ちらかといえば、当てはまる」の割合

小学校６年生 ％ 81.9 -

中学校３年生 ％ 67.4 - 75.0

63.3

50.0

小学校 人 91.4 90 100 小学校
『学校評価アンケート』において、「授業中や休み時間に友だ
ちの考えを大切にしながら、自分の考えを言おうとしてい
る。」の問いの肯定割合

中学校 人 - - 100 中学校
『学校評価アンケート』において、「先生の話や友達の発表を
しっかりと聞き、自分の考えを伝えることができている。」の
問いの肯定割合

78

小：21
中：16

91

43.2

2
（全て）

R6
目標

担当 備考重点施策 施策指標 基準 単位
R1

現状
R2

実績
R3

実績

２　自ら学び、ともに学
び、生きて働く学力の育
成

「主体的・対話的で深い学び」に
関する研修を校内または校外に
て受講または授業研究を行った
職員数

各学校 人
小中計
37

33 全て
小学校
中学校

県費負担職員のみ（事務職、栄養職員を除く）

児童生徒がお互いの関わり合い
の中で共通点や相違点に気づき
ながら自らの考えを深め主体的
に学びに参加しようとする人数の
割合

R4
実績

小：20
中：14

90

93

58.1

43.1

50.0

100.0

100.0



【基本目標Ⅱ】　郷土を愛し、豊かな心と健やかな体の育成

5項目

95

96

95

100

82

62

46.0

61.0

『学校評価アンケート』において、「友だちと仲良く協力してい
る。」の問いの肯定割合

『学校評価アンケート』において、「私は、友達と仲良く過ごし
ている。」の問いの肯定割合

『学校評価アンケート』において、「早寝早起きをし、規則正
しい生活をしている。」の問いの肯定割合

『学校評価アンケート』において、「早寝早起きをし、規則正
しい生活をしている。」の問いの肯定割合

-

94

-

-

95

『新体力テスト』の得点化したものの合計の男女平均
※R2はテスト未実施のためデータなし

100

92

小学校

小学校

中学校

中学校

小学校

中学校

小学校

『早寝早起き朝ご飯』推進のための調査において、朝ご飯を
食べたと回答した児童生徒の割合

小学校

46.3

いじめが認知され、年度内に解消された件数の割合
※解消されていない件数がある場合の件数：小4件、中2件

備考重点施策 施策指標 基準 単位 担当
R2

実績

「睦沢小スタンダード」の学習スタ
ンダートを身に付けている項目数 小学校６年生　 項目 10項目 全項目 小学校6項目

園、各学校 ％ 100 100
こども園
小学校
中学校

園:なし
小:47
中:100

R3
実績

園:なし
小:99.4
中71.4

10項目

％ 97.8 100

53

小学校６年生　

44.8 48.8

点 64.2 68.2

小学校６年生　 ％

72

44.6

60.2

43.0

１１　体力の向上と学校
体育活動の推進

小・中学校における新体力テスト
の得点

中学校３年生　 点 49.3

小学校３年生 点

R6
目標

『睦沢小スタンダード』の学習スタンダードで、11項目のうち、
小学校6年生の8割以上の児童が身に付けている項目の数

７　豊かな心を育む教育
の推進

「睦沢小スタンダード」の生活スタ
ンダートを身に付けている項目数 小学校６年生　 項目 2項目 3項目 全項目 小学校

『睦沢小スタンダード』の生活スタンダードで、6項目のうち、
小学校6年生の8割以上の児童が身に付けている項目の数

R1
現状

83 96 中学校

いじめの解消率

93

自他の人権を認める意識の割合

中学校３年生　

毎日朝食を食べている児童生徒
の割合 92 100

％ 96

100

８　いじめ防止対策の推
進と生徒指導の充実

９　人権を尊重した教育
の推進

１０　健康（幸）の保持増
進

毎日健康に気を付けて生活して
いる児童生徒の割合 小学校６年生　 ％ 88.3 - 100

中学校３年生　 ％ 87

中学校 ％ 93

小学校　

R4
実績

10項目

5項目

園：なし
小：96.3
中：75

95

96

100

100

77



【基本目標Ⅲ】　多様なニーズに対応した教育の推進

人 6 9 4 3 0

％ 2.1 3.0 1.3 1.1 0

人 3 4 10 8 0

％ 2.0 3.0 7.1 5.3 0

経済的や家庭的に困難を抱える家庭等への支援や学習及
び生活習慣の定着のために児童生徒を対象に行うアフター
スクール及びむつざわアカデミーへの参加者の割合

40

20

20

20

40

4.3

22.0

2.2

5.4

生涯学習班

22.0

12.8

10.9

6.7

6.0

2.1

8.6

こども園
小学校
中学校

園・校内特別支援委員会を開催した回数

小学校

中学校

小学校

中学校

年間累計30日以上欠席した児童生徒の人数と割合（病気や
怪我、経済的・それに準ずる理由によるものを除く）

回 3
園:3
小:4
中:3

6以上
園:3
小:4
中:4

中学校３年生

１４　一人一人の状況に
応じた支援の充実

放課後子供教室（アフタースクー
ル）等に参加する児童生徒の割
合

小学校５年生

小学校４年生

小学校６年生

中学校１年生

中学校２年生

％

％

％

％

20

6

6

1

％ 13 22.0 40

％ 36 8.3 15.9

19.1

１３　不登校児童・生徒へ
の支援の充実

不登校（年間30日以上）児童生徒
の数及び割合

重点施策 施策指標 基準

管理職の合理的配慮を考慮した
支援体制づくりへの取組状況

１２　障がいのある子ども
への支援・指導の充実

園・校内特別支援委員会が開催
された回数

園、各学校

単位
R2

実績
R1

現状

『合理的配慮を考慮した支援体制づくり』に対し、「十分満
足」または「満足」と回答した管理職の割合(%)
（4つの観点「十分満足」「満足」「やや満足」「不満足」）各学校

小学校
中学校

担当 備考
R6

目標

100100100％

R3
実績

100.0

R4
実績

100.0

園：3
小：4
中：4

26.3

11.4

17.4



【基本目標Ⅳ】　質の高い学校教育を推進するための環境の充実

こども園
小学校
中学校

評価結果を複数の方法（園だより、学校だより外）で公表し
ている園・小・中学校

20人中
5人

こども園

無線LAN（Wi-Fi）が利用できる普通教室の割合

92.2
現状値
以上

現状値
以上

小学校

中学校

100 100
小学校
中学校

園・学校が実施する「安全教育」が、保護者評価で「評価で
きる」、「概ね評価できる」と回答した割合
※睦沢小学校は『学校評価アンケート』において、「学校は、
登下校の事故防止や災害時訓練等の安全教育をしてい
る。」の問いの肯定割合
※睦沢中学校は『学校評価アンケート』において、「学校は、
登下校の事故防止や災害時訓練等の安全教育をしてい
る。」の問いの肯定割合

13人中
11人

現状値
以上

重点施策 施策指標 基準 単位 担当
R3

実績
備考

全て

全て

R1
現状

R6
目標

R2
実績

小学校

中学校

各学校で設定した研究目標を実現するために、指導主事等
を招へいして「授業実践」を行った教員の数

19人中
10人

14人中
9人

R4
実績

18人中
11人

14人中
14人

１５　教職員の資質・能力
の向上

校内授業実践に指導主事等を招
へいして一人一回以上授業を実
施した教員の数（但し、計画訪問
は除く）

小学校 人
17人中

7人

中学校 人
14人中

8人

１６　園小中一貫教育の
推進と魅力ある学校づく
り

学校（園）評価・学校（園）関係者
評価の結果を複数の方法で公表

園、各学校 園、校
全て
該当

学校（園）評価における「学校
（園）の安心・安全」の項目の評価
割合

88.9

小学校保護者 ％ 95.4 88.0

58.0

全て
該当

普通教室において無線LANが利
用できる環境にある割合

１８　技術革新や情報化
に対応する学習環境の
整備・充実

こども園保護者 ％ 85.5

小・中学校教員が授業にICTを活
用できると回答した教員の割合
（再掲）

小学校教員 ％ -

各学校 ％ 50.0

中学校保護者 ％

１７　子供たちの安心・安
全の確保

- 小学校
再掲（重点施策№５）

中学校教員 ％ - - - 中学校-

-

-

89.8

87

-

全て
該当

89

-

100

全て
該当

全て
該当

86.0

90

89

100



【基本目標Ⅴ】　家庭・地域教育力の向上

R6
目標

小学校 ％ 86.9

２０　家庭・地域と連携・
協働した教育の推進

学校支援ボランティアの年間活
動延べ人数

中学校教員

「学校は家庭や地域との連携に
努めている」と評価した保護者
（中学校は教員）の割合

％ -

学校支援ボランティア 人
4,102
(H30)

27人/日

重点施策 施策指標 基準 備考

85.0

85.074.5

73.0
(H30)

-

- 小学校

中学校

『全国学力・学習状況調査』の『児童生徒質問用紙』の回答
項目の割合。
※R2は調査未実施のためデータなし
※R3,R4は回答項目なし（削除）のためデータなし

-

R3
実績

-

担当
R2

実績
R1

現状
単位

１９　家庭教育支援体制
の充実

小・中学校のアンケート調査にお
いて「家の人と学校での出来事に
ついて話をしている」と答えた児
童生徒の割合

小学校６年生 ％

中学校３年生 ％

学校支援として活動する各種ボランティアの活動延べ人数
生涯学習班1,925

6,100
35人/日

2,310

64
R2末

評価値
以上

中学校

『学校評価アンケート』において、「学校は、教育活動に地域
の人材や素材を積極的に取り入れるなど、地域と連携して
いる。」の問いの肯定割合

『学校評価アンケート』（教師）において、「コミュニティ・ス
クールのよさを生かし、教育活動に地域の人材や素材を積
極的に取り入れている。」の問いの肯定割合

小学校90

88

現状値
以上

84

94

R4
実績

-

-

2,527

85



【基本目標Ⅵ】　生涯学習活動の支援と芸術・文化、運動・スポーツの推進

0

7,233

高齢者運動教室開催の回数

開催数 回 -

スポーツ教室に参加する年間延
べ人数

年間利用者 人 3,676 1,932 2,596

担当
R2

実績
R3

実績
R4

実績

２１　生涯学習推進体制
の強化

生涯学習活動団体として登録し、
自主グループ、サークル等で公
民館を利用している年間利用者
数 年間利用者 人 5,068 3,469 4,290 5,147

現状
または

それ以上

重点施策 施策指標 基準 単位

3,086
現状

または
それ以上

6,748 4,784

２２　芸術文化の振興と
伝統文化の継承

歴史民俗資料館及び主催事業へ
の年間利用者数

年間利用者 人

２３　運動・スポーツに親
しみ「健幸長寿のまちづ
くり」推進と障がい者ス
ポーツの啓発と理解 3,141

0 生涯学習班

教育委員会が主管する65歳以上の町民対象の運動教室の
開催数

R1
現状

R6
目標

0
R2実施

回数以上

備考

生涯学習班

生涯学習班

生涯学習班

歴史民俗資料館における入館者数、各種講座・イベント等
への年間利用者数

公民館における入館者数、自主グループ、サークル等への
年間利用者数

教育委員会が睦沢ふれあいスポーツクラブに委託したス
ポーツ教室への参加する延べ人数

現状値
以上の
人数



【基本目標Ⅰ】　園小中一貫教育カリキュラムの実施と確かな学力・自立する力の育成
評価（４：十分達成、３：概ね達成、２：やや不十分、１：不十分）

重点施策 施策の方向性
委員会
評価

外部委員
評価

施策の評価

１　一人一人の基礎学力
の向上を図る教育の推
進

◇小・中学校において、児童生徒一人一人の学力向上、学習意欲の向上を目指す教育を推進する。
◇0歳から義務教育終了までの15年間にわたって、連続性・系統性等の一貫性のある睦沢町園小中一貫教育を
推進する。
◇児童生徒一人一人に応じたきめ細かな指導を充実する。
◇学習指導要領に基づく教育課程の着実な実施とともに、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け、日々の授
業改善を図り、児童生徒に思考力・判断力・表現力等々を含めた真の学ぶ力を身につけさせる。

2.8 3.0

◇小中学校の校長・教頭・教務主任による会議を開
催し、一貫教育のカリキュラムの検討を図った。
◇学校からの要望でもある町採用の学習支援員及
び特別支援教育支援員の配置を継続し、支援が必
要な児童生徒に対してきめ細かな指導を行った。

２　自ら学び、ともに学
び、生きて働く学力の育
成

◇児童生徒の質の高い知識・技能、思考力・判断力・表現力等や主体的に学習に取り組む態度の育成の重点化
を図る。
◇小中学校における情報活用能力の育成を図る取組を推進する。
◇発達段階に応じた主権者教育に取り組ませる。
◇家庭・地域・学校における子どもたちの読書活動を積極的に推進する。

3.2 3.0

◇主体的・対話的で深い学びに関する研修や授業
研修を行っている教職員数を把握し、すべての職員
が取り組むようにしている。
◇小中学校では人間力と社会力を身に付ける取り組
みとして、良好な生活環境を維持したり、地域の課題
の解決のため、自分たちに何ができるかを考えたり、
自分の考えを伝える力を養う学習をしている。

３　伝統文化を尊重し、
郷土への愛着と誇りを持
ち、グローバル化に対応
する教育の推進

◇伝統と文化を尊重し、我が国と郷土睦沢を愛する態度を養う。とりわけ「地域教材」に視点をあてた教育に取り
組む。
◇グローバル化の進展に対応する力を育む教育を推進するとともに、園小中学校における外国語教育を充実す
る。
◇帰国・外国人児童生徒等の受入や共生のための教育支援および教育環境の整備を図る。

3.4 3.5

◇園、小中学校にＡＬＴをの配置を継続し、低年齢か
ら外国語に親しむ園児・児童生徒の育成を図ってい
る。
◇児童生徒の学習意欲の向上を図るため、英検の
検定料の補助を中学生の外、小学生5,6年生に行っ
ている。
◇鮭の稚魚の放流事業を後援している。

４　キャリア教育・職業教
育の推進

◇学校において、家庭や地域・企業と連携・協力して小学校段階から教育活動全体を通して、体系的・系統的な
キャリア教育を推進する。
◇働くことについて関心や意欲が持てるように、学校・地域・企業が一体となって、実際の現場での見学や体験活
動を推進する。

3.2 3.5

◇中学校でキャリア教育を推進し、職業に対する知
識を深め、勤労の尊さを考えるきっかけとした。

５　技術革新に対応する
教育の推進

◇コミュニケーション能力、問題発見・解決能力、情報活用能力を育成する教育に取り組む。
◇児童生徒の科学技術や理科、算数・数学、ものづくりに対する興味・関心を高め、基礎的素養や論理的・科学的
に考える力を育成する教育を進める。
◇児童生徒の質の高い知識・技能や思考力・判断力・表現力等や主体的に学習に取り組む態度の育成に努め
る。

3.8 4.0

◇早期に校務支援システムを導入して、学校教職員
の負担の軽減を図っている。

６　人格形成の基礎を培
う幼児教育、保育の充実

◇睦沢こども園は、家庭・地域と連携・協力した経営を推進するとともに、保育教諭に対する研修を充実し資質の
向上を図る。
◇睦沢こども園と小学校の円滑な接続を図り、子どもの発達や学びの連続性を視野に入れた幼児教育を充実す
る。
◇睦沢こども園を活用した子育て支援の充実に努める。

3.8 4.0

◇園だよりや園長通信などの情報発信や保護者ア
ンケートなどの情報収集や地域の支援ボランティアと
一緒に行事を実施して連携を図った。
◇各クラス１回以上の園内公開保育及び外部講師を
招へいしての公開保育を実施した。
◇アプローチ・カリキュラムの見直しや交流活動を実
施した。

 基本目標１



【基本目標Ⅱ】　郷土を愛し、豊かな心と健やかな体の育成
評価（４：十分達成、３：概ね達成、２：やや不十分、１：不十分）

重点施策 施策の方向性
委員会
評価

外部委員
評価

施策の評価

７　豊かな心を育む教育
の推進

◇千葉県教育委員会が作成した「道徳指導の手引き」に基づき、特別の教科道徳を要とし、各教科との関連を図り
ながら、学校教育活動全体を通じた道徳教育を推進する。
◇子どもの豊かな情操や規範意識、自他の生命の尊重、他者への思いやり、また「人間力」「社会力」などを育む
ために、体験活動を推進する。
◇児童生徒の社会的自立に向け、健全な生活習慣の取組を推進する。
◇児童生徒が自ら読書に親しみ、読書を楽しむ習慣を身に付けていけるよう、家庭・学校・地域における子どもた
ちの読書活動を推進する。

3.6 4.0

◇全校道徳や道徳の授業参観など、地域や家庭と
の連携を進めている。
◇学校支援ボランティアの協力により、小学校で稲
作づくり体験の活動を実施している。
◇町採用の図書司書を配置して図書室の環境を整
え、クラス担任と連携した読書活動を行っている。
◇睦沢小スタンダード（学習規律）を徹底することに
より授業を効果的に進め、学力向上を目指している。

８　いじめ防止対策の推
進と生徒指導の充実

◇「睦沢町いじめ防止基本方針」のもと、児童生徒の人権感覚を育成するとともに、いじめ未然防止、早期発見、
早期対応に向けた組織的に取組める体制を整える。また、いじめ問題の解決に向け、外部機関との連携強化を図
るとともに、社会全体で取り組む気運を醸成する。
◇特別の教科道徳を要とし、教科横断的に学びの場を設け、コミュニケーション能力の育成を図り、豊かな人間関
係づくりのための教育を推進する。
◇いじめや生徒指導上の問題に対応するため、教育相談活動を充実させる。
◇関係機関や学校・家庭・地域が一体となって、いじめや非行・問題行動の防止や有害環境から子どもを守る体
制を構築する。
◇校内指導体制を確立し、あらゆる教育活動を通じて積極的な生徒指導を推進する。

2.8 3.0

◇いじめ防止基本方針（町・学校）に基づき、その防
止に対する意識の経緯を図っている。
◇小中学校で「いじめ防止アンケート」を定期的に行
い早期発見、早期解決に努めている。

９　人権を尊重した教育
の推進

◇子どもたちが自他の生命を尊重し、主体的に人権問題について考え、自他の人権を尊重するための取組を推
進する。
◇様々な人権課題に対応した教育を充実する。
◇関係機関と連携しながら、虐待の早期発見・早期対応に努める体制を構築する。

3.0 3.5

◇発達の段階に応じて「自分の大切さと共に、他の
人の大切さを認めること」ができるよう、人権教育を
推進している。
◇社会奉仕活動や自然体験活動など多様な体験交
流活動の充実を図った。
◇学校評価アンケートにて、友達と仲良く協力してい
る等を設問し、肯定した回答の割合は95％以上。

１０　健康（幸）の保持増
進

◇生涯にわたって健康（幸）な生活を送るために必要な力を育成するため、学校の教育活動全体を通じた体系的
な保健教育を充実する。
◇児童生徒の日常生活における食事についての正しい知識や、望ましい食習慣の形成のため、学校・家庭・地域
が連携・協働して食育を推進する。
◇性に関する問題行動や薬物乱用の防止など、学校保健に関する現代的課題に対応する教育を推進する。
◇子どもの基本的な生活習慣の確立を推進する。

2.8 3.5

◇こども園５歳児及び小中学生全学年を対象にフッ
化物洗口を実施している（小学校は休止）。
◇こども園3歳児から中学3年生までを対象に早寝早
起き朝ご飯チェックを実施している。

１１　体力の向上と学校
体育活動の推進

◇園児・児童生徒の一人一人の実態に合った体力の向上を図る。
◇学校が家庭や地域と連携して園児・児童生徒の生活習慣の改善や運動習慣の確立を図る。
◇運動部活動の持続可能な運営体制を整える。

2.2 2.5

◇総合型地域スポーツクラブから中学生の部活動の
指導者を派遣している。
◇部活動の地域移行を推進し、県が示すスケジュー
ル通りに進んでいる。
◇小学校で遊・友スポーツランキングちば（県の児童
生徒の体力向上と社会性の育成を目的とした事業）
に取組み、体力向上に努めている。

基本目標２ 



【基本目標Ⅲ】　多様なニーズに対応した教育の推進
評価（４：十分達成、３：概ね達成、２：やや不十分、１：不十分）

重点施策 施策の方向性
委員会
評価

外部委員
評価

施策の評価

１２　障がいのある子ども
への支援・指導の充実

◇共生社会を目指し、園、小・中学校、特別支援学校、関係機関と連携しながら「多様な学び」の充実に取り組み、
特別支援教育を推進する。
◇特別な教育的支援を必要とする園児、児童生徒などについては、個々の障がい等に応じた指導や支援を、組織
的かつ継続的に提供する体制を整える。
◇障がいのある子どもたちの自立と社会参加を目的としたキャリア教育を充実する。
◇障がいの有無にかかわらず、一人一人のニーズに合った支援を受けやすくするために、一人一人の成長を記
録できるライフサポートファイルを活用する。

3.4 4.0

◇こども園、小中学校で定期的に校内特別支援委員
会を行っている。
◇管理職全員が自園・自校の取組みを肯定的に評
価している。

１３　不登校児童・生徒
への支援の充実

◇児童生徒一人一人の状況に応じたきめ細かな教育相談ができる体制の充実を図る。
◇中学生で急増する不登校の未然防止・早期対応に向けた小・中学校の円滑な接続を推進する。
◇個々の不登校児童生徒の状況に応じた教育機会の確保に努める。

2.8 3.0

◇不登校を解消するため、スクールカウンセラー等
の相談体制を充実させて環境を整える。
◇不登校の児童生徒の教育機会を確保するため、
民間団体等と連携して効果的な支援に取り組んでい
る。
◇小学校内に居場所を見出せない児童に対し、居場
所を設置し、学級に戻れるように支援を行っている。

１４　一人一人の状況に
応じた支援の充実

◇社会的・経済的背景などにより学力に課題のある子どもへの教育を支援する体制を構築する。
◇児童生徒の抱える様々な課題に対しきめ細かな対応に努める。
◇家庭教育に課題を抱える保護者を支援する環境づくりを支援する。
◇帰国児童生徒や外国人児童生徒など、日本語指導が必要な児童生徒への教育を支援する。

2.8 3.0

◇小学4年生から6年生はアフタースクール、中学1
年生から3年生はむつざわアカデミーを毎週土曜日
に実施し、基礎学力の向上のための学習支援を行っ
た（小学生：国語・算数、中学生：数学・英語）。

基本目標３ 



【基本目標Ⅳ】　質の高い学校教育を推進するための環境の充実
評価（４：十分達成、３：概ね達成、２：やや不十分、１：不十分）

重点施策 施策の方向性
委員会
評価

外部委員
評価

施策の評価

１５　教職員の資質・能
力の向上

◇若手や中堅・ベテラン教員などキャリアステージに応じた研修などを充実させる。
◇教職に対する使命感や責任感を高め、児童生徒および地域や保護者から信頼される教職員を育成する観点か
ら、研修体制の充実や評価等のあり方について検討する。
◇児童生徒との信頼関係に基づく教育活動を推進し、言語環境を整え、子どもが生き生きと学べる学習環境づくり
のため、体罰禁止やハラスメント防止を徹底する。
◇心身の健康保持・増進など教職員への支援に取り組む。

3.4 4.0

◇授業力の向上に重点的に取り組んでいる。
◇校内授業研修の回数を増やして、相互参観で若
手の育成にも努めた。

１６　園小中一貫教育の
推進と魅力ある学校づく
り

◇学校における諸課題の解決に取り組むことができる学校の組織体制づくりを推進する。
◇地域の住民や保護者等の運営への参画を促進する体制づくりに取り組む。
◇学校運営や教育活動を改善するために、学校評価等の活用を十分図らせる。

3.8 4.0

◇組織的・協働的に問題解決に取り組むため、必要
な人材の確保を県教育委員会や町へ要望した。
◇すべての園・小中学校で園・学校評価を複数の方
法で公表している。

１７　子供たちの安心・安
全の確保

◇発達段階にそった園児・児童生徒に危険を予測し回避する能力を身に付けさせる学習機会を設ける。
◇学校の危機管理体制の整備・充実を図るとともに、教職員の危機管理能力の向上を図る手立てを講じる。
◇家庭や地域、関係機関と連携・協働し、地域ぐるみの学校安全体制の整備を推進する。

3.0 4.0

◇園児や児童生徒の安全と安心を確保するため、園
及び学校安全に関する計画を検証と改善を行った。
◇学校評価アンケートにおいて、安全教育の保護者
評価の肯定割合は86％以上であった。

１８　技術革新や情報化
に対応する学習環境の
整備・充実

◇より安全で快適な学習環境の整備に努める。
◇学校図書館にある資料や教材の整理を推進する。
◇わかりやすい授業の実施や事務の効率化などのために、学校のICT環境をより効率よく整備する。
◇就学援助や奨学のための資金貸付など、修学支援を行う。

4.0 4.0

◇GIGAスクール構想で、パソコンの及びWi-Fi環境を
整備しICT教育の充実を図っている。
◇令和2年度に小中学校のトイレの洋式化を実施し
た。
◇小中学校教員が授業にICTを活用できる割合は
100％となった。

基本目標４ 



【基本目標Ⅴ】　家庭・地域教育力の向上
評価（４：十分達成、３：概ね達成、２：やや不十分、１：不十分）

重点施策 施策の方向性
委員会
評価

外部委員
評価

施策の評価

１９　家庭教育支援体制
の充実

◇家庭の教育力の向上を図るため､家庭教育に関する学習の機会を広く設け、社会全体で支援する。
◇睦沢こども園や睦沢町立中央公民館などを活用して､子育て交流の場とするとともに、睦沢町の幼児教育交流
センター的機能が果たせるよう充実に努める。
◇ライフサポートファイルの活用を促進する。
◇仕事と子育ての両立に向けた支援体制の環境を整備する。
◇学校支援ボランティアの活動の充実を図るとともに､放課後や週末などの教育活動を支援する。

3.0 3.5

◇園・小中学校の保護者を対象とした「家庭教育学
級」を実施している。
◇家庭教育の身近な課題を掘り起こして解決に向か
うため、家庭教育支援チームを立ち上げている。

２０　家庭・地域と連携・
協働した教育の推進

◇町全体で教育に対する町民の理解を深め、気運を高めるため、「睦沢町教育の日」や「睦沢の教育を考える週
間」を制定する。
◇保護者と教職員が連携して進めるPTA活動を支援する。
◇学校と地域の連携・協働に向けてコミュニティ・スクールを一貫教育校に取り入れ、「地域とともにある学校」を目
指す取組を推進する。
◇ボランティア活動の充実を図るとともに、放課後や週末などの子どもの居場所づくりに積極的に取り組む。
◇青少年の健全育成の取組や青少年団体などの活動を支援する。

3.2 4.0

◇睦沢小学校と睦沢中学校にコミュニティ・スクール
制度を導入し、学校の課題に対して、様々な地域の
力で支援している。
◇学校支援ボランティアの募集を随時行い、人員確
保に努めている。

基本目標５ 



【基本目標Ⅵ】　生涯学習活動の支援と芸術・文化、運動・スポーツの推進
評価（４：十分達成、３：概ね達成、２：やや不十分、１：不十分）

重点施策 施策の方向性
委員会
評価

外部委員
評価

施策の評価

２１　生涯学習推進体制
の強化

◇新たな学びの機会をつくることやニーズに合った学習環境の提供などにより、町民の学びを支える。
◇地域住民の学び合いを支える人材の育成や、住民が協働して学ぶ仕組みを工夫するなど学び合いを支える。
◇一人一人が学びの成果を生かして活躍できるように支援する。
◇障がい者の生涯を通じた学びを支援する。
◇「地域の知の拠点」としての睦沢町立中央公民館内の図書室が利用し易いように環境を整え、読書意欲や学ぶ
意欲を高める効果的、効率的な取組を検討する。

4.0 4.0

◇図書室に学校教科書で紹介している「この本読も
う」のコーナーを設置している。図書室便りを年5回発
行し、おすすめの本の紹介・新しいコーナーの紹介な
ど読書推進に力を入れた。
◇令和2年度に図書の除菌機を導入し、安心して利
用できるようにしている。

２２　芸術文化の振興と
伝統文化の継承

◇住民の文化芸術活動への参加促進、発表の場の提供などに取り組む。
◇町の文化芸術の拠点として、睦沢町立中央公民館・睦沢ゆうあい館・睦沢町立歴史民俗資料館など各種活動を
充実する。
◇子どもたちの文化芸術活動の充実に取り組む。
◇町の貴重な財産である文化財を保護・活用し、後世に伝える。

3.8 4.0

◇町外の小中学校も含めた校外学習に協力し、児
童生徒の受け入れを積極的に行い、また出前授業も
受け入れている。

２３　運動・スポーツに親
しみ「健幸長寿のまちづ
くり」推進と障がい者ス
ポーツの啓発と理解

◇町民が、それぞれの目的や関心に応じて、運動やスポーツに親しむことができるよう様々な運動・スポーツ、レク
リエーション活動を推進する。
◇これまでスポーツに関わりのなかった人も含めて、身近で気軽に運動やスポーツを楽しむ場や機会を提供し、町
民の誰もが運動やスポーツに親しめる社会づくりを進める。
◇総合型地域スポーツクラブである「睦沢ふれあいスポーツクラブ」の育成及び支援を図る。

3.0 3.5

◇児童生徒の肥満解消と体力向上のため、スポーツ
関連団体連携会議を定期的に開催している。令和4
年度は小中学校児童生徒を対象とした肥満解消プロ
グラムの作成に取り組んだ。

基本目標６ 


